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とされる対話、記録、報告、要約、説明、感想等の言語

活動を行う能力（「話すこと・聞くこと」、「書くこと」及

び「読むこと」）を「全員に」確実に身に付けさせ、中学

校・高等学校へ系統的・段階的につなげていくことが重

要視されている。 
２ 全教科の中核としての論理的な「言語力」育成 
―各教科学習・活動等への横断性― 

 新学習指導要領では、「基礎的・基本的な知識・技能の

習得」と「思考力・判断力・表現力等の育成」が明記さ

れた。学習指導要領解説では、以下のように示されてい

る。 
「思考力・判断力・表現力等をはぐくむために、観察・

実験、レポートの作成、論述など知識・技能の活用を図

る学習活動を発達段階に応じて充実させるとともに、こ

れらの学習活動の基盤となる言語に関する能力の育成の

ために、小学校低・中学年の国語科において音読・暗唱、

漢字の読み書きなど基本的な力を定着させた上で、各教

科等において、記録、要約、説明、論述といった学習活

動に取り組む必要がある」（注３） 

各教科等における基礎的・基本的な知識・技能を基盤

として、思考力・判断力・表現力等の育成（習得から活

用へ）につなげていく必要があり、その基盤として、国

語科教育における論理的な言語力（「話すこと・聞くこと」、

「書くこと」及び「読むこと」）を、発達段階に応じて徹

底して習得させることが重要となった。 
３ コミュニケーション能力の基盤の育成 
 国語が果たす役割の一つとして、コミュニケーション

能力の基盤の育成がある。人間が良好な人間関係を築く

ためには、良好なコミュニケーションを図っていくこと

が必要不可欠である。文部科学省は、「これからの時代に

求められる国語力について」の中で、以下のように指摘

している。 
 「コミュニケーション能力の基本は、相手の人格や考

え方を尊重する態度と言葉による伝え合いであり、国語

の運用能力がその根幹となっている。また、言葉によっ

て多様な人間関係を構築することのできる『人間関係形

成能力』や目的と場に応じて『効果的に発表・提示する

能力』は、現在の社会生活の中で最も強く求められてい

る能力の一つであるが、これらの根幹にあるのもコミュ

ニケーション能力であり、国語の力である。」（注４） 

 国語科には、人間が個人として、社会の中でたくまし

く生き抜くための力を育成する役割がある。 
 
Ⅳ 研究に当たって 
１ 基本的な考え方 
（１）「尊重・共感し合い、関わり合う」とは 
 「尊重・共感」とは、互いの違いを個性と捉え、互い

の立場や存在を理解すること、「関わり合う」とは、互い

を理解したうえで、心を通わせること、と捉える。一人

ひとりが互いに尊重・共感し合い、関わり合うことで、

認め合う学級・授業をつくることができると考える。 
（２）なぜ、「学級・授業づくり」の両面なのか 
 人間は、誰しもが、自分に自信をもち、他人から認め

られ、より良く生きたいと願うものである。学校生活に

おいては、多様な場（学級生活、授業等）の中で、児童

それぞれが「自分らしさ」を発揮したり、互いを認め合

ったりすることが大切であると考える。 
（３）「国語科を中核とすること」について 
 新学習指導要領では、各教科等において、「言語活動の

充実」が重視された。国語科で習得した言語力を多様な

場で活用していくことが求められている。「国語科を中核

とすること」とは、児童の発達段階を考慮した言語活動 
を各教科等で行うことである。各教科等の目標の達成の

ために、指導計画に言語活動を位置付けていくことで、

より効果的に児童に「確かな学力」を身に付けさせるこ

とができると考える。 
（４）なぜ、「論理的なスピーチ活動」なのか 
 言葉として発せられる言語は、その人自体を表すと考

える。論理的な（構成を意識した）原稿を基に行われる

スピーチ活動には、その人の個性や人間性が良く表れ、

聞く人に良く理解してもらうことができると考える。 
２ 研究の仮説 
 以下（表１）のように、研究の仮説を立てる。 

【表１ 研究の仮説】 

実
習
Ⅰ 

児童が、自分を見つめたり、他者の意見に触れたり、

他者から認められたりする活動を行っていけば、児童

が相互理解を図ったり、良さを認め合う関係をつく

り、自己肯定感を高めたりすることができるだろう。

実
習
Ⅱ 

児童に、論理的な文章構成の型を意識した「体験文」

を書く指導を行っていけば、児童の経験や体験に基づ

いたその子らしさが文章に表れるだろう。また、それ

を伝え合うスピーチ活動を行っていけば、児童が相互

理解を図ったり、良さを認め合う関係をつくり、自己

肯定感を高めたりすることができるだろう。 
３ 検証の視点と方法 
 以下（表２）の検証の視点と方法で、研究を進める。 

【表２ 検証の視点と方法（実習Ⅰ・Ⅱ）】 
検証の視点 検証の方法

１ 児童の相互理解（尊重・共感等）を図

ることができたか。  （実習Ⅰ・Ⅱ） 

学習シート 

授業観察 

２ 良さを認め合う関係をつくり、自己肯

定感を高めることができたか。（実習Ⅰ・Ⅱ） 
学習シート 

授業観察 

３ 論理的な文章構成の型を意識した「体

験文」に、児童の経験や体験に基づいた

その子らしさが表れているか。（実習Ⅱのみ） 

学習シート 

 
Ⅴ 教師力向上実習Ⅰ（刈谷市立Ａ小学校６年Ａ組） 
 
 
 
 

児童の自己肯定感を育てる学級づくり 

―自分と他者の「良さ」を見つめる学級活動を通して―
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１ テーマ設定の背景と児童の実態 
本学級は、男子１４名、女子２０名、計３４名の児童

で構成されている。教室に掲示されていた「６年生の目

標」には、児童が多様な目標を掲げている。「みんなと仲

良くできる学級にしたい」「けじめのある６年生になりた

い」等、その子らしい意志の表れを見ることができる。

また、授業では、国語科での感想の記述や各教科等での

発言等、その子らしい素直な思いや考えを表現している

姿がある。 
他方、学級内では、友達を傷付けたり、思いやること

ができなかったりする言葉が見受けられる。また、学校

生活においては、友達の目を気にしたり、友達と自分を

比べたりする余り、言動が消極的になったり、他人の価

値観を認められず、非難したりする等の様子が見られる。 
実習の事前調査として、「自己肯定感」に関するアンケ

ートを行った。全９項目の質問に対して、４段階から回

答してもらった。４段階の回答を肯定群・否定群の２つ

に分類した。調査結果の抜粋を以下（表３）に示す。 
【表３ 「自己肯定感」に関する事前調査（％）】 

質問項目 肯定 否定 

自分の気持ちを素直に相手に伝えるこ

とができる。 
52.9 47.1 

自分のことが好きだ。 32.4 67.6 

自分にはいいところがたくさんある。 8.8 91.2 

自分が大切な存在だと思う。 50 50 

事前調査結果より、「自分が大切な存在である」と半数

の児童が感じている反面、自己肯定感の低い児童が極め

て多いことが分かった。 

以上の実態を踏まえ、本実践では、学級活動（構成的

グループエンカウンター）と道徳によって、児童が相互

に関わり合うことができる場を設定した。これにより、

児童一人ひとりのコミュニケーション能力を高めること、

良さでつながる関わり合いから、互いを尊重・共感し合

い、自己肯定感を高めることができるよう実践を進めた。 

２ 実践の内容 
（１）学級活動の授業 

―構成的グループエンカウンター「○いくつ？」― 
 第２週目に、学級活動の授業を行った。構成的グルー

プエンカウンターの手法を用いて、児童が相互に関わり

合うことができる場を設定した。 
本時の目標は、次の３点である。①自分の良さについ

て、自己評価と他者評価の両面から捉え直し、自分を見

つめ、自己理解を深める。②友達の良いところを見つけ、

認めていく。③自分に足りないところや頑張るべきとこ

ろを見つめ直し、今後の自分に生かす。 
 メインの活動では、まず、自分自身に対する自己評価

（１２項目の中から、３つを選択する）を行い、自分を見

つめ直させた。次に、学級生活の様子から友達の良いと

ころを見つける評価（１２項目の中から、３つの良いと

ころを見つける）をし合い、それに対し、一言メッセー

ジ（良いところを具体的に書く）も添えさせた。最後に、

その自己評価と他者評価を照らし合わせて、自分に対す

る新たな気付きや自分の良さの再認識から、今後の自分

に生かすことができるようにした。本活動の流れとして

は、その方法を理解させることができるように、ペアワ

ーク、グループワーク、学級全体という段階を踏んで、

スモールステップで活動に取り組ませた。 
（２）道徳の授業 

―「夢を求めて」１－（６） 向上心・個性の伸長― 
 第４週目に、道徳の授業を行った。児童の向上心や自

尊感情を高めたいという思いを踏まえて、授業づくりを

行い、「自分の性格や好きなこと、得意なこと等の特徴を

良さとして捉え、それを伸ばそうとする気持ちを高める」

という目標を設定した。教材は、副読本「明るい心（６

年生）」に掲載されている、愛知県に縁のある江戸川乱歩

の人生を題材にした「夢を求めて」を選択した。 
 授業の展開について、主発問「自分の性格や好きなこ

と、得意なことをどのように自分の将来に生かしていき

たいですか」では、自分の可能性に気付いたり、それを

広げたりして、これからも自分を高め、伸ばし続けてい

こうとする姿を期待した。 
３ 実践の成果・考察・課題 
（１）実践の成果―事前・事後アンケートから― 

【表４ 事前・事後調査結果（肯定群）（％）】 

質問項目 事前 事後 

自分の気持ちを素直に相手に伝えるこ

とができる。 
52.9 55.9 

自分のことが好きだ。 32.4 58.8 

自分にはいいところがたくさんある。 8.8 23.5 

自分が大切な存在だと思う。 50 55.9 

 結果として、全ての項目で、肯定的な回答が増加した。

特に、「自分のことが好きだ」と回答している児童は、事

前と事後で肯定群が２６．４%（９人）も増え、学級全体

の過半数を超えた。これらの結果から、児童の自己肯定

感の高まりを見ることができる。 
（２）実践の考察 
①学級活動（構成的グループエンカウンター「○いく

つ？」）から 
 振り返りの記述の抜粋を以下（資料１）に示す。 

【資料１ 学級活動「振り返りシート」の記述】 
 
 
 
 
 
 
 
 

・自分では、良いと思わないものが、友達には思われてい

て良かったなと思った。 
・全員から「進んで働く」に〇を付けてもらったので、こ

れからも続けていきたい。 
・思いやりがあると書いてくれた子がいたので、これから

も思いやりを忘れないようにしていきたいです。 

・自分はないと思っていた、責任感があると書いてくれた

人が４人中２人もいたのでうれしかったです。 
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 自分の良さや個性、頑張りを友達からの評価によって

再認識したり、自分では今まで気付くことのなかった自

分の特徴や性格を新たに発見したりする姿を見ることが

できた。他者から認められたり、自分の良さに気付けた

りしたことは、児童の自己肯定感を高めたり、相互理解

を図ったりするために有効な活動であったと考えられる。 
②道徳「夢を求めて」から 
 振り返りの記述の抜粋を以下（資料２）に示す。 

【資料２ 道徳「振り返りシート」の記述】 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 自分の将来のために、「今できることを頑張りたい」「好

きなことを増やしていきたい」という意見が多く見られ

た。今の自分を大切にし、自分を高めていこうとする意

識をはぐくむために、有効な活動であったと考えられる。 
（３）今後の課題 

自己肯定感のような子どもの内面に関わるセンシティ

ブな面は、すぐに成果が出るものではない。また、一定

の成果が出たとしても、それで終わるのではなく、一年

を通して、多様な取り組みを継続して行うことが求めら

れる。本実践の事後調査においては、事前調査と比較し

て、自己評価が低くなった児童も見られた。このことか

ら、何らかの要因により、自分自身を否定的に見てしま

う児童がいるということも明らかになった。このような

児童に対して、適切なフォローやアプローチを行い、児

童の自尊感情を少しずつ高めていくことができるように

支援・指導を行っていかなければならない。 

本実践から、児童を良く見て、一人ひとりの良さや頑

張りを多様な場面から捉えたり、それを認めたりするこ

とが、教師にとって、非常に大切な資質だと感じた。ま

た、授業内においても、児童が互いに尊重・共感し合う

ことができる活動を取り入れたり、児童一人ひとりが自

己を肯定しながら生活することができるような取り組み

を続けたりしていくことが重要であると学ぶことができ

た。今後は、これらの意識を常にもち続けたい。 

 

Ⅵ 教師力向上実習Ⅱ（刈谷市立Ａ小学校１年Ｂ組） 
 
 
 
１ テーマ設定の背景 

学習指導要領の改訂で示された「思考力・表現力・判

断力等」（いわゆる活用型学力）の基盤となる言語能力

を身に付けさせるためには、国語科のみならず各教科等

においても、小学校１年生の段階から「記録、要約、説

明、論述」（話す・聞く、書く）といった言語活動を、

児童の発達段階に応じて適切に行うことが必要である。 
本校は、今年度、研究発表会を迎える（研究主題は、

Ⅱの３参照）。この研究主題に沿いながら、他教科にお

いても、話型・文型や順序、構成（内容のまとまり）を

考えて、分かりやすく相手に伝える能力を高めることが

できないかと考えた。 

以上を踏まえ、本実践では、図画工作科を主として行

う。国語科を中心とした系統的・横断的に指導すべき言

語力の基盤育成を考慮し、児童が絵を描くだけで終わる

のではなく、その絵に込めた思いや考えを文章で表現し

たり、相手に伝えたりする言語活動（鑑賞）を取り入れ

る。さらに、児童が互いに自分の思いや考えを分かりや

すく伝え合うことによって、相互理解を図り、互いに尊

重・共感し合うことができるようにする。また、互いの

「良さ」を認め合うことで、自分の良さに気付いたり、自

信をもったりすることができるようにする。 

２ 児童の実態 
 本学級は、男子１４名、女子２０名、計３４名で構成

されている。本校では、朝の会やモーニングタイムの時

間を利用して、スピーチ活動等の言語活動に積極的に取

り組んでいる。児童は、自身の体験や考えを踏まえて、

楽しく活動に臨んでいるが、その内容が抽象的な傾向に

あり、具体性に乏しい。また、本学級では、児童の仲が

非常に良く、男女分け隔てなく関わり合うことができる。 
他方、自分の気持ちをうまく伝えたり、相手の気持ち

を理解したりすることができず、けんかになってしまう

ような状況も見受けられる。 
実習の事前調査として、「話すこと・聞くこと」に関す

るアンケートを行った。全６項目の質問に対して、３段

階から回答してもらった。調査結果の抜粋を以下（表５）

に示す。 

【表５ 「話すこと・聞くこと」に関する事前調査】 

数値：◎(3)、○(2)、△(1) 

質問項目 数値

話す時、大きな声で話すことができる。 2.44

話す時、ゆっくり話すことができる。 2.61

発表する時、皆を見て話すことができる。 2.73

話を聞く時、静かに聞くことができる。 2.68

話を聞く時、話す人の顔を見て聞くことができる。 2.85

話を聞いて、質問や感想を言うことができる。 2.47

アンケート項目は、学習指導要領解説国語編「第３章

各学年の目標と内容 第１節 第１学年及び第２学年 

『Ａ話すこと・聞くこと』」を参考に作成した。「話すこと・

聞くこと」の一般化は、人間が言葉を通じて他人とつな

小学校低学年における「習得・活用」の授業開発 

―書く力を基にした活動での相互理解を通して― 

・自分の好きなことがあってこそ、将来の夢があるのだな

ということが良く分かった。 

・将来、自分の好きなことを職業にできるように、好きな

ことをたくさん増やしていきたい。 
・夢を叶えるためには努力が必要だなと、江戸川乱歩の話

を読んで思った。 
・今日の授業で自分の好きなことを書き、将来にどういう

風に生かしていけるかは、考えてみるとなかなか思い付

かないけど、将来きっと、何かの役に立っていると思う

ので、今、やっていることを一生懸命やり、たくさん将

来の役に立てるようにしたいです。 
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がり合うために必要な要素である。 
調査結果から、本校の日々の実践の積み重ねにより、

児童の「話すこと・聞くこと」に対する意識は非常に高

いことが分かった。しかし、「話を聞いて、質問や感想を

言うことができる」の項目は、他に比べ高くなく、中に

は、あまり得意ではないと感じている児童がいることも

見て取ることができる。この能力は、相手に興味をもち、

相手を理解しようとする姿勢に関わる能力であり、児童

の相互理解や互いに尊重・共感し合う人間関係へとつな

げることができる。 
３ 実践の内容―図画工作科での授業実践― 
（１）単元指導計画 

本実践において、私が担当した単元は、「えがおつう

しん にっこりニュース（開隆堂『わくわくするね ずが

こうさく１・２上』P34）」である。 
下部の表（表６）は、本単元目標と大まかな単元指導

計画（４時間計画）である。 

（２）指導の実際 
①豊かに絵に表す（第１時・第２時） 
 本時（２時間通し）の指導においては、導入で、児童

が想像力豊かに絵に表現することがように、互いに運動

会での思い出（頑張ったことや楽しかったこと、うれし

かったこと等）を伝え合い、気持ちや思い、考えを共有

した。また、その際、運動会の競技写真を示すことで、

伝え合った思いや考えが具体化され、児童も絵に表現す

るイメージを膨らませやすくなった。 

 次に、身体の動き（腕の振りや足の曲げ伸ばし等）を

絵に表現することができるように、導入で用いた写真の

解説・説明をした。各競技において、どのような身体の

動きをしているのか、目線はどうか等、児童が絵を豊か

に描く視点をもつことができるようにした。 

 そして、絵に表す際の要点（①自分を大きく描く、②

身体の動きを意識して描く、③下の紙の色が見えなくな

るように濃く塗る等）を繰り返し指導したり、様々な技

法を示したシートを掲示したりし、児童がその子らしく

工夫して表現することができるようにした。以下（資料

３）が本時の板書である。 

【資料３ 表現指導の板書（第１時・第２時）】 

②絵の紹介文を書く（第３時） 
 本時では、運動会の思い出（絵）を紹介するために、

論理的な「体験文」（次頁の学習シート参照）を文章に

まとめる学習を行った。 

【表６ 単元の目標と指導計画】 

単元名 えがおつうしん にっこりニュース（４時間完了） 

 

単元目標 

・心に残ったことを自由に絵に表すことを楽しむ。              （造形への関心・意欲・態度）

・自分の経験したことから、嬉しかったことなど、表したいことを見付ける。      （発想や構想の能力）

・自分らしい表し方で、楽しかったことの感じを表す。                  （創造的な技能）

・自分や友達の作品の良さを見付けながら楽しく見る。                   （鑑賞の能力）

次 時 学 習 過 程 指 導 上 の 留 意 点 指導の段階

第

一

次 

① 

② 

・運動会の思い出をクレヨ

ンで絵に表す。 

・運動会で頑張ったことやうれしかったこと、楽しかったこと等を

想起させ、さらに、その時の写真を示しながら、絵を描くイメー

ジをもたせる。 

・クレパスの扱い方や効果的な描法等を説明したり、実際にやって

見せたりしながら、実感を伴った理解を促す。 

表現 

第

二

次 

③ ・運動会の思い出（絵）を

紹介する文章を書く。 

 

（習得型学習） 

・作品の工夫を書くことによって、形や色、表し方等の自分の感覚

や活動を整理させる。 

・「はじめ・なか・おわり」を意識した紹介文をもとに、自分の経

験や考えを踏まえた文章を書かせる。 

鑑賞 

（国語科と

の系統性）

第

三

次 

④ ・グループで絵を鑑賞する

とともに、それぞれが紹

介文のスピーチをする。 

 

（活用型学習） 

・良い話し方・聞き方を意識して、スピーチを行わせる。 

・聞き手は、友だちの作品を見て、面白いと思ったところや真似し

たいと思ったところ等を伝え、お互いの作品を鑑賞し合う。 

・聞き手は、自分の経験と比較しながら聞き、感想や質問を投げか

け、交流させる。 

－85－



 

【資料４ 学習シート（スピーチ原稿）】 

【資料５ 司会進行カード】 

 初めに、児童に学習の見通しをもたせるために、モデ

ル原稿を配布した。それを参考資料とさせて、紹介文の

記述に取り組ませた。モデル原稿は、児童の実態（出場

競技、前時の運動会の振り返りの際の意見等）を踏まえ、

教師が作成した。また、小学校低学年という実態に沿っ

た論理的な文章構成（はじめ・なか・おわり）、具体例

の示し方やその工夫、書き出しの方法等をポイントとし 

て学習シート（スピーチ原稿）に示すことで、児童全員 

が、楽しく、その子らしく、作品の紹介文を書き切るこ

とができるようにした。（資料４参照） 
さらに、図画工作科と国語科との系統性（言語活動の

充実）をかんがみ、「絵を描くときに工夫したこと」の

項目を構成（はじめ）の中に組み込んだ。運動会の絵に

ついての思い出（思いや考え、経験）をまとめるだけで

なく、自分が描いた絵についても、工夫したことや気を

付けたこと等（作品の塗り方や構成等）をまとめること

で、評価のメタ認知につなげることができ、自分の作品

を自己評価したり、自分のできていることやできないこ

と（知識・技能の習得）に気付いたりすることができる

だろう。さらに、鑑賞においても、見てもらう人（聞き

手）に作品の工夫や良さ、頑張りをより分かりやすく伝

えることができると考える。 

③絵の紹介スピーチと鑑賞（第４時） 
 本時は、前時に作成した「紹介文」を発表原稿として、

作品の「紹介スピーチ」を行う発信・交流学習を、鑑賞

指導に位置付けた。児童が友達の絵の良さを見つけ、効

果的に鑑賞することができるように、少人数グループ（

３人／４人）での交流学習を設定した。児童が、絵を見

たり、スピーチを聞いたりしながら、「作品の良さ、工

夫（自分や自分の周辺の描き方、表情、身体の動き、周

囲の風景等）」や「質問・感想」を伝え合い、評価し合

うことで、発信技術や内容価値を深めたり、友達と良さ

でつながる実感を得たりすることができると考える。 

 本学級で実践前から行われていた、朝の会やモーニン

グタイムの時間の「スピーチ活動」では、グループ内で

の役割（スピーチ・司会・質問・感想）を明確にし、児

童がその役割を果たすことができるような工夫が図られ

ていた。本時においては、この実態を踏襲しつつ、本実

践用に変更を加え、児童がストレスなくスピーチ活動を

進めることができるようにした。 

 資料５は、学級の実態を踏まえたスピーチの「司会進

行カード」である。この形式の「司会進行カード」は、

モーニングタイムの時間のスピーチ活動でも用いられて

おり、左記のカー

ドは、それを基

にして、本実践

用に作り変えた

ものである。 

本時は、図画工

作科の中の「ス

ピーチ活動」で

ある。児童一人

ひとりが、互い

に作品を鑑賞し

合うこと（絵の

良さや工夫を見

つけ合うこと）

を大切にし、グ

ループ内での役割を「スピーチ・司会・作品の良いとこ

ろ」の３つとした。「質問・感想」については、残った

時間の中で交流することができるように考慮し、まずは、

表面 裏面 
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   注１ 「系統性」の行は、小学校第１学年～第２学年から中学校第３学年までの指導事項を系統的に示した考察である。 

    ２ 傍線部は、荒木による各学年段階の指導事項において重要だと思われるものの考察・まとめである。 

 

   注１ 「横断性」の行は、小学校第１学年の指導事項と「話すこと・聞くこと」との横断性の考察である。 

    ２ 傍線部は、荒木による考察・まとめである。 

    ３ 内容ア～エは、小学校第１～第２学年の指導事項「話すこと・聞くこと」の内容である。 
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解や自己肯定感の向上の一助となるのかを検証していか

なければならない。その実践研究や省察、検討・改善等

については、今後の課題としたい。 
 
Ⅷ おわりに 
１ 言葉の力を基盤にした「自立・協働・創造」 
 人は、言葉を通じて感情や気持ちを理解し合うもので

ある。言葉によって、自分自身の思考を深め、他者と関

わり合い、思いを共有し合うことで、「自立・協働・創造」

する力を身に付けることができると考えられる。 
２ 小・中高の系統的な学び 
 新学習指導要領では、身に付けさせるべき言語力を明

確にし、系統的に指導・評価することが重視されている。

小・中高の教科の系統性を意識し、学年段階・学校段階

の指導事項及び到達目標（どの段階でどうなればよいの

か）を明確にしておくことが求められる。 
３ 横断的な学びとカリキュラム開発 
 国語科で身に付けた論理的な言語力を活かして、各教

科等の目標を効果的に達成するために、国語科と各教科

等との関連を図りながら、指導計画（カリキュラム）に

位置付けていくことが大切である。その際には、言語力

と言語活動を区別し、言語活動を通じて、各教科等でど

のような能力を育成するのかという視点を明快にしてお

く必要がある。 
４ 今後の展望 
 教育実習では、毎日のように指導したり、関わったり

する児童がいた。その子の良さや頑張りを褒めたり、認

めたりすると同時に、時には、毅然とした態度で指導に

当たり、私の思いを伝えようと努力した。しかし、なか

なか私の思いを分かってもらえず、そのことが非常に悔

しかった。そんな中で、その子が実習最終日に、「いろん

なことをたくさん教えてくれてありがとう」というメッ

セージを私にくれた。今までの苦労が少し報われたと感

じたとともに、その子の心に少しでも何か残すことがで

きたと感じた瞬間であった。 
 教職大学院での２年間で、非常に多くの人と出会い、

たくさんの学びを得ることができた。これからも一つひ

とつの出会いを大切にしながら、理想の教師像に向かっ

て、努力し続けていきたい。 
 
【注記】 

注１）「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習

指導要領等の改善について」（中央教育審議会答申、2011） 

注２）『小学校学習指導要領解説 国語編』（文部科学省、2008.3） 

注３）『小学校学習指導要領解説 総則編』（文部科学省、2008.3） 

注４）「これからの時代に求められる国語力について」（文部科学省、

2004.2） 

 

【主な参考文献・資料】（注記は除く） 

１ 文部科学省関係 

「第２期教育振興基本計画」（中央教育審議会答申、2013年6月閣

議決定）、「児童生徒の学習評価の在り方について（答申）」（同、2010）、

「第２期教育振興基本計画」（同、2013.6）、「これからの時代に求め

られる国語力について」（文部科学省、2004.2）、「評価基準作成のた

めの参考資料（小学校）」（国立教育政策研究所、2010）等。 

２ 実習校関係 

『平成 25 年度 学校経営案』（刈谷市立Ａ小学校、2013）、『生き

生きと伝え合い学びを深めていく子どもの育成～確かな言語能力を

習得し、伝え合う喜びを感じる授業づくり～』（同、2013.11.15）等。 

３ 国語科教育関係 

新しい国語教育を創造する会編著『小学校新学習指導要領の展開 

国語科編』（明治図書、2008年）、河野庸介編著『中学校新学習指導

要領の展開 国語科編』（明治図書、2008年）。 

４ 実践関係（１） 

左近妙子「書くことの指導」『教育科学国語教育 2010 年 10 月臨

時増刊号』（明治図書）、加藤洋佑「『思考力・表現力・判断力』を育

てる鑑賞文指導」（日本国語教育学会・全国大会発表資料、2013.8.6）、

有田弘樹（教職大学院卒業生）「伝統的な言語文化（古典）における

『習得』『活用』の授業・評価開発―『平家物語』『扇の的』（光村・

中二）を例に―」（豊橋市立Ａ中学校、2011.10）、半田恵子（教職大

学院卒業生）「『習得』『活用』の学習課程とスピーチ活動を生かした

討論の授業開発―『豊かな言葉の使い手になるためには』（光村図書、

５年）―」（一宮市立Ｂ小学校、2011.10）、鈴木大文（教職大学院院

生）「どの生徒も書けて話せる『わかりやすく論理的なスピーチ指導』」

（豊橋市立Ｃ中学校、2013.6）等。 

５ 実践関係（２） 

佐藤洋一（講演資料）「なぜ国語を学ぶのか―勉強が好きになる５

つの力―」（2012）、同「日本の子ども達に足りない点は？―『言葉』

と向き合い背景を読み取る力、判断・批評、想像力・創造力―」（2013）、

同「教師のためのコミュニケーション論」（同）、同「授業力の基礎・

基本」（講演要旨、第1回「愛知県教育委員会指定・ことばの学習活

性化推進事情」尾張旭市、2013）、同監修『わかる国語（小学校国

語の総合的研究）』（旺文社、2012）、同編著「国語科『習得・活用

型学力』開発と授業モデル（全４巻）」（明治図書、2011）等。 

 

【付記】 

 教職大学院２年間の主な実習は、以下の学校で行わせていただき

ました。「学校サポーター活動」「教師力向上実習Ⅰ・Ⅱ」（刈谷市立

Ａ小学校）、教師力向上実習Ⅲ（名古屋市立Ｂ小学校）、特別課題実

習（豊田市立Ｃ小学校）、多様なフィールド実習（名古屋市内社会教

育施設）。 

 実習中におきましては、多くの先生方にご指導・ご助言をいただ

きました。今回この場でお名前を挙げることはできませんが、お世

話になったすべての先生方に心から感謝申し上げます。 

 最後になりましたが、学校サポーター活動や教師力向上実習Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ、修了報告書等で熱心にご指導をくださった佐藤洋一先生、

多様なフィールド実習でご指導をくださった志水廣先生、温かくご

指導・ご助言をくださった教職大学院のすべての先生方に心から感

謝申し上げます。教職大学院での学びを４月から始まる教員生活で

生かし、今後受け持つ子どもたちに尽くしていきたいと思います。

本当にありがとうございました。 
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